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肝硬変の栄養療法：ガイドライン

Annual Review

第26回日本病態栄養学会

年次学術集会

京都市合同パネルディスカッション（5）

疾患と栄養代謝・管理～内科・外科の立場から

1

2023/1/13 -15
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日本病態栄養学会誌

川口　巧

アテゾリズマブ＋ベバシズマブ併用

療法における副作用と予後について

の検討

第27回日本肝がん分子標

的治療研究会

大阪市2

2023/1/13 -14

岩本英希、下瀬茂男、新関　敬、城

野智毅、鈴木浩之、中野聖士、野田

悠、森山悦子、黒松亮子、古賀浩

徳、川口　巧

超高齢者における肝細胞癌薬物治

療〜多施設共同研究〜

第27回日本肝がん分子標

的治療研究会

大阪市3

2023/1/13 -14

杉本理恵、新関　敬、馬渡誠一、本

吉康英、柴田道彦、桑代卓也、佐々

木　龍、山下　勉、田中靖人、新垣

伸吾、和田幸之、伊藤心二、岩尾正

雄、岩本英希、鳥村拓司

アテゾリズマブ＋ベバシズマブ併用

療法後のラムシルマブ投与の可能

性

第27回日本肝がん分子標

的治療研究会

大阪市4

2023/1/13 -14

下瀬茂男、杉本理恵、平岡　淳、新

関　敬、森山悦子、岩本英希、城野

智毅、野田　悠、中野聖士、黒松亮

子、古賀浩徳、川口　巧

肝細胞癌に対するAtezolizumab

+Bevacizumab 併用療法後に下垂体

機能低下症を生じた3 例

第27回日本肝がん分子標

的治療研究会

大阪市5

2023/1/13 -14

森山悦子、新関　敬、下瀬茂男、岩

本英希、城野智毅、野田　悠、中野

聖士、黒松亮子、古賀浩徳、川口

巧

リアルワールドデータを用いた切除

不応進行肝細胞癌への1st-line ア

テゾリズマブ＋ベバシズマブとレンバ

チニブの比較

第27回日本肝がん分子標

的治療研究会

大阪市プレナリーセッション（1）6

2023/1/13 -14

新関　敬、徳永尭之、和田幸之、柴

田道彦、佐々木　龍、釈迦堂　敏、

伊藤心二、八橋　弘、馬渡誠一、杉

本理恵、桑代卓也、前城達次、岩尾

正雄、原田　大、中尾一彦、平井郁

仁、吉住明晴、井戸章雄、下瀬茂

男、田中　靖

肝細胞癌にてマルチキナーゼインヒ

ビター、抗PD-L1 抗体・抗VEGF 抗

体併用療法を施行中、造影超音波

検査にて経時的に壊死効果を観察

しえたPR 症例からの考察

肝血流動態機能イメージ研

究会

WEB7

2023/1/29

黒松亮子、中野聖士、野田　悠、森

山悦子、城野智毅、下瀬茂男、岩本

英希、新関　敬、古賀浩徳、川口

巧

MAFLDと逆流性食道炎の関連 第42回アルコール医学生

物学研究会学術集会

東京8

2023/2/3 -4

川口　巧

脂肪肝の新概念MAFLDから考える

アルコール関連肝障害とハームリダ

クション

第42回アルコール医学生

物学研究会学術集会

東京シンポジウム（1）

アルコール性肝障害とハームリダクションの可

能性

9

2023/2/3 -4

川口　巧

Percutaneous radiofrequency

ablation using a 2 cm electrode

needle in hepatocellular carcinoma -

Comparison of ablation diameter by

different methods of increasing

power output-

第1回日本アブレーション研

究会

東京アブレーションにおける工夫110

2023/2/4

黒松亮子、中野聖士、野田　悠、森

山悦子、古賀浩徳、川口　巧
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当院での肝がんに対するラジオ波焼

灼療法の教育について�

第1回日本アブレーション研

究会

東京パネルディスカッション(2)

アブレーションの教育をどうするか

11

2023/2/4

野田　悠、黒松亮子、森山悦子、中

野聖士、城野智毅、下瀬茂男、岩本

英希、新関　敬、古賀浩徳、川口

巧

過敏性腸症候群の漢方治療経験 第48回日本東洋医学会広

島県部会

広島市12

2023/2/19

坂田雅浩

小児における大腸内視鏡検査の重

要性

第23回日本小児IBD研究

会

久留米市診断13

2023/3/4 -5

森田　俊、吉岡慎一郎、竹田津英

稔、鶴田耕三、桑木光太郎、加藤

健、安田亮輔、水落　建輝、光山慶

一、川口　巧

肝細胞癌患者に対する運動療法のj

効果はフレイルの重症度により異な

る

第11回日本がんリハビリ

テーション研究会

名古屋市14

2023/3/11 -12

神谷俊次、広田桂介、橋田竜騎、川

口　巧、松瀬博夫、馬場恵理子、平

岡弘二

NTRK融合遺伝子陽性の耳下腺癌

に対してEntrectinibにより完全奏効

を得た1例

第20回日本臨床腫瘍学会

学術集会

福岡市15

2023/3/16 -18

森山悦子、長主祥子、田中俊光、執

行ひろな、下津浦康隆、栗田　卓、

小野剛治、秋葉　純、内藤嘉紀、三

輪 啓介

ニボルマブによる治療を受けた進行

性胃がん患者において、筋肉内脂

肪組織量の多さは予後良好な因子

である

第20回日本臨床腫瘍学会

学術集会

福岡市Mini Oral

消化器９　（胃がん、バイオマーカー１）

16

2023/3/16 -18

田中俊光、三輪啓介、下津浦康隆、

長主祥子、執行ひろな、広田佳介、

神谷俊次、川口　巧

多施設共同の健診受診者における

新基準MAFLDと大腸腺腫の関連

第13回肥満と消化器疾患

研究会

長崎市シンポジウム（2）

肥満と消化器癌

17

2023/4/5

堤　翼、福永 秀平、川口 巧

肝癌組織におけるSGLT2の発現

とSGLT2阻害剤が肝癌細胞の増

殖に及ぼす影響： Multi-

omics/Multiplex解析

第109回日本消化器病学会

総会

長崎市シンポジウム(13)

NASH病態研究、創薬研究の最前線

18

2023/4/6 -8

120(Suppl.):A82, 2023

日本消化器病学会雑誌

中野　暖、由雄祥代、川口　巧

C型非代償性肝硬変に対するソ

ホスブビル/ベルパタスビル治療

後の肝予備能改善に関する検討

＜多施設共同研究＞

第109回日本消化器病学会

総会

長崎市パネルディスカッション（13）

C型非代償性肝硬変のDAA治療：現状と課題

19

2023/4/6 -8

120(Suppl.):A145, 2023

日本消化器病学会雑誌

佐野有哉、横山圭二、磯田広史

[基調講演］脂肪性肝疾患：

Current Advances ＆ Future

Prospects

第109回日本消化器病学会

総会

長崎市パネルディスカッション（14）

脂肪性肝疾患診療の現状と展望

20

2023/4/6 -8

120(Suppl.):A150, 2023

日本消化器病学会雑誌

川口　巧
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高度肥満患者における減量手術

は炎症性サイトカイン・ケモカイン

の産生を低下させ、MAFLDを含

むメタボリックシンドロームの改善

に寄与する

第109回日本消化器病学会

総会

長崎市パネルディスカッション（14）

脂肪性肝疾患診療の現状と展望

21

2023/4/6 -8

120(Suppl.):A152, 2023

日本消化器病学会雑誌

由雄祥代、稲嶺　進、川口　巧

培養CD34陽性細胞移植による

NASH病態進展抑制と抗酸化作

用

第109回日本消化器病学会

総会

長崎市ワ−クショップ（3）

臨床応用を目指した消化器領域の再生医療研

究

22

2023/4/6 -8

120(Suppl.):A165, 2023

日本消化器病学会雑誌

増田篤高、中村　徹、古賀浩徳

Obesity-associated endometrial

cancer: Identifying the contributions

of TMEM205 expression to the

pathogenesis of disease)

AACR Annual Meeting

2023

Orlando,

Florida

23

2023/4/14 -19

Sakaue T, Zingarelli R, Khadraoui

W, Saini U, Wallbillich J,

Anbazhakan M, Warner R,

Dorayappan P D K, Kalaiyarasan D,

Morton M, Cosgrove C, Suarez A,

J. Maxwell L, O'Malley D, E. Cohn

D, Selvendiran K

T-cell factor-4 variants regulate

PD-L1 expression in liver cancer

cells

AACR Annual Meeting

2023

Orlando,

Florida

24

2023/4/14 -19

Koga H, Imamura Y, Tanaka T,

Iwamoto H, Nakamura T, Masuda A,

Sakaue T, Suzuki H, Yano H,

Kawaguchi T

肝癌のアテゾリズマブ・ベバシズマブ

併用療法の治療効果判定にDual

Energy CT とCEUSが有用であった1

例

第36回日本腹部造影エ

コー・ドプラ診断研究会

和歌山市25

2023/4/22

黒松亮子、中野聖士、野田　悠、森

山悦子、城野智毅、下瀬茂男、岩本

英希、新関　敬、岡村修祐、古賀浩

徳、川口　巧

BCAAが肝がん患者のサルコペニア

や分子標的治療薬にともなう倦怠感

におよぼす影響

第38回日本臨床栄養代謝

学会学術集会

神戸市合同シンポジウム（5）

がんに対する栄養療法

26

2023/5/9 -10

川口　巧

当院で経験した左側門脈圧亢進症

に伴う胃静脈瘤の4例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市食道・胃27

2023/5/12 -13

p. 155, 2023

プログラム&抄録集

久永　宏、井上博人、江森啓悟、川

口　巧

胆汁細胞診で検出されたランブル鞭

毛虫症の一例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市胆128

2023/5/12 -13

p. 158, 2023

プログラム&抄録集

佐々木　優、岡部義信、安倍満彦、

松本健司郎、児嶋宏晃、平野昭和、

橋本　崇、酒見亮介、宗　祐人、川

口　巧
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重症下痢症の原因としてファモチジ

ンの関与が示唆された１例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市小腸29

2023/5/12 -13

p. 159, 2023

プログラム&抄録集

河野　隆、江田　誠、桑野　徹、荒木

俊博、豊増　靖、森田　拓、河野克

俊、福森一太、坂田研二、木庭郁

朗、大圃　研、鳥村拓司、川口　巧

餅による閉塞性腸閉塞に対して保存

的治療で軽快が得られた一例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市小腸30

2023/5/12 -13

p. 160, 2023

プログラム&抄録集

大田　諭、菅　偉哉、大園大貴、大

野美紀、於保和彦、川口　巧

甲状腺機能回復に苦慮した強皮症

続発性腸管障害の一例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市大腸131

2023/5/12 -13

p. 164, 2023

プログラム&抄録集

増田篤高、青木佑介、中村　徹、鈴

木浩之、古賀浩徳、川口　巧

自己免疫疾患を合併したIBDにウス

テキヌマブを投与した２症例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市大腸232

2023/5/12 -13

p. 164, 2023

プログラム&抄録集

山崎　博、江森啓悟、緒方　啓、宮

里けい、堀　まいさ、竹田津英稔、井

出達也、光山慶一、川口　巧

潰瘍性大腸炎に対するアダリムマブ

増量の効果と血中濃度の関連性

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市大腸233

2023/5/12 -13

p. 164, 2023

プログラム&抄録集

森田　俊、竹田津英稔、鶴田耕三、

吉岡慎一郎、川口　巧

術前診断が困難であったsolid-

pseudopapillary neoplasm (SPN)の１

切除例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市膵234

2023/5/12 -13

p. 167, 2023

プログラム&抄録集

向坂健秀、寺部寛哉、岡部義信、平

井真吾、島松　裕、田中寛士、橋本

和晃、赤司昌謙、久下　享、金城賢

尚、中山正道、内藤嘉紀、川口　巧

若年発症成人型糖尿病女性の多発

肝腫瘍に対し肝腫瘍生検でHNF1α

不活性型肝細胞腺腫と診断しえた

一例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市肝135

2023/5/12 -13

p. 168, 2023

プログラム&抄録集

江田　誠、河野　隆、桑野　徹、荒木

俊博、豊増　靖、森田　拓、河野克

俊、福森一太、坂田研二、鳥村拓

司、島松一秀、秋葉　純、川口　巧
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New FP療法およびAtezolizumab＋

Bevacizumab併用療法に不応であっ

たが、LenvatinibとSystem-iを用いた

反復動注療法を併用し病勢制御が

得られたVP4 HCCの一例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市肝236

2023/5/12 -13

p. 169, 2023

プログラム&抄録集

森山悦子、新関　敬、岩本英希、下

瀬茂男、城野智毅、鈴木浩之、中野

聖士、野田　悠、黒松亮子、古賀浩

徳、川口　巧

切除不能食道癌に対して、CF+ペン

ブロリズマブ療法投与中にirAE大腸

炎を引き起こした1例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市食道・胃・十二指腸37

2023/5/12 -13

p. 131, 2023

プログラム&抄録集

行徳成敬、田中俊光、三輪啓介、長

主祥子、下津浦康隆、執行ひろな、

赤木由人、川口　巧

乳児の鋭利な胃内異物に対してス

カート型フードと経鼻内視鏡を用い

ることで安全に除去し得た一例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市食道・胃・十二指腸38

2023/5/12 -13

p. 131, 2023

プログラム&抄録集

大神延章、福永秀平、向笠道太、岡

部義信、川口　巧

肝細胞癌との鑑別に苦慮した肝血

管筋脂肪腫の1例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市肝39

2023/5/12 -13

p. 133, 2023

プログラム&抄録集

楠美雅陸、中野聖士、水落伸治、野

田　悠、新関　敬、岩本英希、下瀬

茂男、城野智毅、森山悦子、鈴木浩

之、中村　徹、秋葉　純、古賀浩徳、

黒松亮子、矢野博久、川口　巧

New FP療法と放射線療法の併用療

法で奏効が得られた右房内腫瘍塞

栓を伴う肝細胞癌の一例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市肝40

2023/5/12 -13

p. 133, 2023

プログラム&抄録集

古賀真彦、新関　敬、古賀浩徳、岩

本英希、下瀬茂男、城野智毅、森山

悦子、川口　巧

消化管GVHD及び慢性CMV腸炎に

合併したUCAN類似多発大腸腫瘍

の1例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市小腸・大腸41

2023/5/12 -13

p. 135, 2023

プログラム&抄録集

中村優介、吉岡慎一郎、鶴田耕三、

森田　俊、竹田津英稔、岡部義信、

長藤宏司、川口　巧
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H.pylori 除菌後胃に発生した胃型

腺癌の一例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市胃・十二指腸・小腸２42

2023/5/12 -13

p. 140, 2023

プログラム&抄録集

岩尾直樹、川口　巧、小野典之、梶

原雅彦、白地美紀、宮崎　健、山口

翔太郎、渡辺大将

進行胃癌に対してCapeOX＋ニボル

マブ療法中に糖尿病性ケトアシドー

シスとirAE大腸炎を発症した１例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市胃・十二指腸・小腸２43

2023/5/12 -13

p. 140, 2023

プログラム&抄録集

藤吉真英、田中俊光、三輪啓介、長

主祥子、下津浦康隆、執行ひろな、

赤木由人、川口　巧

PBC-AIH overlap 症候群の治療導

入時に薬物性肝障害を合併した一

例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市肝244

2023/5/12 -13

p. 145, 2023

プログラム&抄録集

福田道隆、高木孝太、桑原朝子、高

木浩史、宮島一郎、南野隆一、有永

照子、川口　巧

集中治療を行うも救命困難であった

重症型アルコール性肝炎の一例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市肝245

2023/5/12 -13

p. 145, 2023

プログラム&抄録集

古賀雅也、大野桃香、佐野有哉、天

野恵介、桑原礼一郎、有永照子、水

落伸治、秋葉　純、川口　巧

術前診断が困難であったfiliform

polyposis の一例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市大腸346

2023/5/12 -13

p. 147, 2023

プログラム&抄録集

青木祐介、福永秀平、竹田津英稔、

岡部義信、川口　巧

健診で偶発的に指摘されたSolid

pseudopapillary neoplasm の１切除

例

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市膵47

2023/5/12 -13

p. 150, 2023

プログラム&抄録集

宮里けい、松隈則人、増田　裕、林

めぐみ、菅原修平、亀井英樹、田尻

健亮、渡邉秀隆、川口　巧

肝動注化学療法、および

Atezolizumab ＋ Bevacizumab 併用

療法を用いた集学的治

療でCR を得られた症例の特徴

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市シンポジウム(1)

消化器癌診療における全身治療と局所治療の

ハーモニー

48

2023/5/12 -13

p. 79, 2023

プログラム&抄録集

新関　敬、下瀬茂男、川口　巧
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Lean-MAFLDの肝線維化と心血管リ

スク：耐糖能異常の意義

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市シンポジウム（2）

代謝異常と消化器疾患

49

2023/5/12 -13

p. 85, 2023

プログラム&抄録集

堤　翼、中野　暖、佐野有哉、天野

恵介、川口　巧

当院で経験した径10mm以下膵腫瘍

の臨床病理学的検討

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市シンポジウム（3）

膵癌・胆道癌診療の実情と早期診断への挑戦

50

2023/5/12 -13

p. 89, 2023

プログラム&抄録集

島松　裕、岡部義信、内藤嘉紀、川

口　巧

当院における潰瘍性大腸炎に対す

る新規JAK阻害薬の治療成績

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市シンポジウム（4）

IBD診療の最前線

51

2023/5/12 -13

p. 96, 2023

プログラム&抄録集

鶴田耕三、森田　俊、吉岡慎一郎、

竹田津英稔、川口　巧

肝細胞癌に対する分子標的治療薬

が腫瘍免疫微小環境に与える影響

の解明

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市ワ−クショップ(1)

九州の基礎・臨床研究：腫瘍免疫・自己免疫・

ゲノム

52

2023/5/12 -13

p. 169, 2023

プログラム&抄録集

鈴木浩之、岩本英希、古賀 浩徳、

川口　巧

C型非代償性肝硬変に対するソホス

ブビル/ベルパタスビル治療後の肝

予備能と予後：多施設共同研究

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市ワ−クショップ(2)

肝炎ウイルス診療の実際と今後の展望

53

2023/5/12 -13

p. 107, 2023

プログラム&抄録集

佐野有哉、横山圭二、磯田広史、井

出達也、川口　巧

食道扁平上皮癌に対する内視鏡治

療後の再発と脂肪肝の新基準

MAFLD の関連：多施設共同研究

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市ワ−クショップ（3）

上部消化管腫瘍に対するトータルマネージメン

ト～診断、治療から予防まで～

54

2023/5/12 -13

p. 113, 2023

プログラム&抄録集

福永秀平、向笠道太、中根智幸、岡

部義信、川口　巧

内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）を

施行した胃底腺型胃癌の検討

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市ワ−クショップ（3）

上部消化管腫瘍に対するトータルマネージメン

ト～診断、治療から予防まで～

55

2023/5/12 -13

p. 113, 2023

プログラム&抄録集

森田　拓、荒木俊博、島松一秀、大

圃　研、川口　巧
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消化管腫瘍に対するEMRO(EMR

with Over-the-scope clip)の有用性

とスネアリングの工夫

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市ワ−クショップ（3）

上部消化管腫瘍に対するトータルマネージメン

ト～診断、治療から予防まで～

56

2023/5/12 -13

p. 114, 2023

プログラム&抄録集

南　真平、向笠道太、岡部義信、川

口　巧

ADL維持向上等体制加算導入によ

る肝細胞癌患者のフレイル改善効果

と課題

第121回日本消化器病学会

九州支部例会/第115回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

福岡市特別企画

消化器疾患診療におけるメディカルスタッフの

果たす役割

57

2023/5/12 -13

p. 74, 2023

プログラム&抄録集

神谷俊次、斎藤弘道、松瀬博夫、平

岡弘二、川口　巧

非肥満MAFLDと逆流性食道炎の関

連：内臓脂肪蓄積の意義

第9回肝臓と糖尿病・代謝

研究会

鹿児島市シンポジウム

肝臓と糖尿病・代謝研究10年間の進歩

58

2023/5/13

川口　巧

当院における大腸病変でのCold

snare polypectomy（CSP）の現状と課

題

第105回日本消化器内視鏡

学会総会

東京下部：CP、その他59

2023/5/25 -27

田中寛士、中根智幸、永田　務、大

内彬弘、向笠道太、福永秀平、南

真平、長　知徳、林　大樹、秋葉

純、竹田津英稔、岡部義信、鶴田

修、川口　巧

通常型膵癌に対する腫瘍径別にみ

たEUS-FNA診断能に関する検討

第105回日本消化器内視鏡

学会総会

東京肝胆膵：膵　FNA60

2023/5/25 -27

平井真吾、岡部義信、内藤嘉紀、島

松　裕、寺部寛哉、川口　巧

胃切除後Roux-en Y再建腸管例に

対するショートタイプバルーン内視鏡

(シングル/ダブル)を用いたERCP関

連手技の後方視的比較検討

第105回日本消化器内視鏡

学会総会

東京肝胆膵：バルーン内視鏡61

2023/5/25 -27

寺部寛哉、岡部義信、宗 祐人、平

井真吾、島松　裕、吉村壮平、斉東

京禄、佐々木　優、川口　巧

当院で経験した径10mm以下の膵腫

瘍に関する臨床的検討

第105回日本消化器内視鏡

学会総会

東京肝胆膵：早期膵癌62

2023/5/25 -27

島松　裕、岡部義信、内藤嘉紀、寺

部寛哉、平井真吾、吉村壮平、向坂

健秀、斉東京祿、川口　巧

造影超音波検査とその特殊撮像法

を用いた肝腫瘍の血流診断の有用

性と今後の課題

日本超音波医学会第96回

学術集会

さいたま市シンポジウム　消化器（1）

肝臓疾患の血流診断の最前線

63

2023/5/27 -29

黒松亮子、隈部　力、中野聖士、野

田　悠、森山悦子、中島　収、古賀

浩徳、川口　巧

低異型度虫垂粘液性腫瘍における

超音波検査の有用性の検討

第48回日本超音波検査学

会学術集会

大阪市腹部（消化器/消化管1）64

2023/6/10 -11

福井智一、鈴木浩之、高田晃男、坂

口ちなつ、内田祐介、三堂広樹、峰

松峰佳、平城　守
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集中治療を行うも救命困難であった

重症型アルコール性肝炎の一例 (病

理解剖での検討を含めて)

第49回日本急性肝不全研

究会

奈良市65

2023/6/14

佐野有哉、古賀雅也、大野桃香、天

野恵介、桑原礼一郎、有永照子、水

落伸治、秋葉　純、川口　巧

反復的・間欠的経動脈治療を可能と

する新規留置カテーテルSystem-

i/ReMAP の有用性の検証

第59回日本肝臓学会総会 奈良市肝癌7（臨床）66

2023/6/15 -16

64(Suppl.1):A418, 2023

肝臓

岩本英希、板野　哲、川口　巧

MAFLDの肝線維化進行・SVR後発

癌に対するインパクト ＜多施設共同

研究＞

第59回日本肝臓学会総会 奈良市シンポジウム（1）

肝硬変診療の未来予想図（現状と課題）

67

2023/6/15 -16

64(Suppl.1):A34, 2023

肝臓

佐野有哉、井出達也、川口　巧

切除不能進行肝細胞癌（HCC）に対

し肝動注化学療法で根治を目指す

ための新たな腫瘍ステージング

第59回日本肝臓学会総会 奈良市シンポジウム（5）

肝癌（肝内胆管癌含む）診療の未来予想図（現

状と課題）

68

2023/6/15 -16

64(Suppl.1):A68, 2023

肝臓

新関　敬、下瀬茂男、川口　巧

運動介入が肝癌患者のフレイルと予

後に及ぼす影響

第59回日本肝臓学会総会 奈良市ワ−クショップ（13）

肝疾患におけるサルコペニア診断と栄養・運動

介入の課題

69

2023/6/15 -16

64(Suppl.1):A233, 2023

肝臓

中野　暖、川口　巧、橋田竜騎

進行肝細胞癌に対するアテゾリズマ

ブ＋ベバシズマブ療法の奏効に関

わる要因とcurative conversion

therapyの意義

第59回日本肝臓学会総会 奈良市ワ−クショップ（5）

肝癌における薬物療法の最前線

70

2023/6/15 -16

64(Suppl.1):A163, 2023

肝臓

下瀬茂男、古賀浩徳、川口　巧

重度栄養失調による急性肝不全非

昏睡型と極度のサルコペニア合併症

に対し多職種協働アプローチで軽

快した一例

第59回日本肝臓学会総会 奈良市特別企画（3-2）

Post HCV時代における肝疾患の多職種協働

アプローチ（multidisciplinaryアプローチ）

71

2023/6/15 -16

64(Suppl.1):A300, 2023

肝臓

天野恵介、成沢彩花、井出達也、中

原真由美、永松あゆ、斎藤弘道、神

代　潤、片渕るみ、佐藤優香、園田

ルミ子、松下淑子、藤吉真英、中野

暖、佐野有哉、堤　翼、有永照子、

岡田晃代、川口　巧

病棟専従管理栄養士による不顕性

肝性脳症へのアプローチ

第59回日本肝臓学会総会 奈良市特別企画（3-2）

Post HCV時代における肝疾患の多職種協働

アプローチ（multidisciplinaryアプローチ）

72

2023/6/15 -16

64(Suppl.1):A304, 2023

肝臓

永松あゆ、池田真由美、川口　巧

Clinical Practice for Portal

Hypertension and PoPH Based on

Japanese Guidelines of Liver

Cirrhosis

第59回日本肝臓学会総会 奈良市特別企画（7）

Diagnosis and Monitoring of Portal

Hypertension

73

2023/6/15 -16

Kawaguchi T
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久留米大学病院における栄養教育

の現状

第45回日本アセスメント研

究会

久留米市74

2023/6/16 -17

丸山奈津実、七種伸行、池田真由

美、永松あゆ、東舘成希、升井大

介、川口　巧、田中芳明

腹痛を目標とした大建中湯の使用に

ついて　～当院救急外来での使用

状況調査から～

第73回日本東洋医学会学

術総会

福岡市75

2023/6/16 -18

坂田雅浩

Serum levels of type IV collagen 7S

can predict liver-related mortality

and events as well as advanced

fibrosis: A multi-center study

EASL Congress 2023 Vienna,

Austria

76

2023/6/21 -24

Ishiba H, Sumida Y, Kamada Y, Fujii

H, Iwaki M, Hayashi H, Toyoda H,

Oeda S, Hyogo H, Kawanaka M,

Morishita A, Munekage K, Kawata

K, Tsutsumi T, Sawada K, Maeshiro

T, Tobita H, Yoshida Y, Naito M,

Araraki S, Kawaguchi T, Noritake

H, Ono M, Masaki T, Yasuda S,

Tomita E, Yoneda M, Tokushige A,

Takahashi H, Ueda S, Nakajima A,

Okanoue T

Incidence and risk factors of

esophagogastric varices bleeding in

patients with advanced

hepatocellular carcinoma treated

with Lenvatinib

EASL Congress 2023 Vienna,

Austria

77

2023/6/21 -24

Iavarone M, Alimenti E, Tada T,

Shigeo S, Suda G, Yoo C, Soldà C,

Piscaglia F, Gardini AC, Marra F,

Vivaldi C, Conti F, Schirripa M,

Iwamoto H, Sho T, Leo SH, Rizzato

MD, Tonnini M, Rimini M, Campani

C, Masi G, Foschi F, Bruccoleri M,

Kawaguchi T, Kumada T, Hiraoka A,

Atsukawa M, Fukunishi S, Ishikawa

T, Tajiri K, Ochi H, Yasuda S,

Toyoda H, Hatanaka T, Kakizaki S,

Kawata K, Tada F, Ohama H,

Itokawa N, Okubo T, Arai T, Imai

M, Naganuma A, Tosetti G,

Lampertico P

Stigma in NAFLD and NASH: A

Global Survey of Patients and

Providers

EASL Congress 2023 Vienna,

Austria

78

2023/6/21 -24

Younossi ZM, Yilmaz Y, Jian-Gao

Fan JG, Wai-Sun Wong V, El-

Kassas M, Zelber-Sagi S, Allen AM,

Carrieri P, Rinella M, Singal AK,

Gordon S, Fuchs M, Eskridge W,

AlKhoury N, Alsawat K, Takahashi

H, Kawaguchi T, Ranagan J, Zheng

MH, Duseja A, Burra P, Arresse M,

Kautz A, Ong JP, Castera L,

Francque S, Kugelmas M, Eguchi Y,

Treeprasertsuk S, Castellanos-

Fernández MI, Romero-Gómez M,

Newsome P, Gerber L, Lam B,

Fornaresio L, Nader F, Henry L,

Racila A, Stepanova M, AlQahtani

SA, Lazarus JV and the Global

NASH Council

切除不能進行肝細胞癌に対する

Atezolizumab+Bevacizumab 併用療

法後のconversion切除症例の病理

学的知見

第28回日本肝がん分子標

的治療研究会

東京基礎研究79

2023/6/23 -24

三原勇太郎、岩本英希、中山正道、

下瀬茂男、近藤礼一郎、後藤祐一、

新関　敬、小笠原幸子、黒松亮子、

酒井久宗、秋葉　純、川口　巧、久

下　亨、矢野博久
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急性膵炎後に合併した左胃動脈破

綻による膵仮性嚢胞内出血の１例

第54回日本膵臓学会大会 福岡市急性膵炎（合併症）80

2023/7/21 -22

38(3):A358, 2023

膵臓

平井真吾、岡部義信、小金丸雅道、

島松　裕、寺部寛哉、川口　巧

当院における膵神経内分泌腫瘍切

除後再発例の検討

第54回日本膵臓学会大会 福岡市膵神経内分泌腫瘍281

2023/7/21 -22

38(3):A436, 2023

赤司昌謙、橋本和晃、宮崎大貴、福

冨章悟、新井相一郎、後藤祐一、酒

井久宗、岡部義信、久下　亨

膵管内乳頭粘液性腫瘍に対する膵

頭十二指腸切除時に指摘された門

脈輪状膵の1例

第54回日本膵臓学会大会 福岡市嚢胞性膵腫瘍282

2023/7/21 -22

38(3):A513, 2023

膵臓

新井相一郎、赤司昌謙、宮崎大貴、

橋本和晃、福冨章悟、後藤祐一、佐

藤寿洋、酒井久宗、久下　亨、赤木

由人、島松　裕、平井真吾、寺部寛

哉、岡部義信

膵神経内分泌腫瘍診断に対する病

理学的バイオマーカーの役割

第54回日本膵臓学会大会 福岡市パネルディスカッション（2）

膵神経内分泌腫瘍のバイオマーカーの展望

83

2023/7/21 -22

38(3):A193, 2023

膵臓

谷川雅彦、内藤嘉紀、岡部義信、久

下　亨、矢野　博

アテゾリズマブ＋ベバシズマブ療法

後のレンバチニブの有効性と安全性

第59回日本肝癌研究会 大阪市化学療法184

2023/7/27 -28

森山悦子、下瀬茂男、岩本英希、城

野智毅、鈴木浩之、野田　悠、中野

聖士、新関　敬、黒松亮子、古賀浩

徳、川口　巧

肝動注化学療法、および

Atezolizumab ＋ Bevacizumab 併用

療法を用いた集学的治療

でCR を得られた症例の特徴

第59回日本肝癌研究会 大阪市化学療法785

2023/7/27 -28

新関　敬、下瀬茂男、川口　巧

進行肝細胞癌に対するアテゾリズマ

ブ＋ベバシズマブ併用療法におけ

るベバシズマブ初期減量投与の有

用性検証

第59回日本肝癌研究会 大阪市化学療法1186

2023/7/27 -28

酒井味和、岩本英希、下瀬茂男、新

関　敬、中野聖士、城野智毅、野田

悠、森山悦子、鈴木浩之、黒松亮

子、古賀浩徳、川口　巧

肝細胞癌に対する分子標的治療薬

が腫瘍免疫微小環境に及ぼす影響

の解明

第59回日本肝癌研究会 大阪市シンポジウム（1）

肝癌腫瘍微小環境

87

2023/7/27 -28

鈴木浩之、岩本英希、古賀浩徳、川

口　巧

アテゾリズマブ＋ベバシズマブ療法

の奏効に関わる因子とcurative

conversion therapyの意義

第59回日本肝癌研究会 大阪市シンポジウム（3）

肝細胞癌に対する免疫チェックポイント阻害剤

： 現状と課題

88

2023/7/27 -28

下瀬茂男、新関　敬、川口　巧
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肝細胞癌に対するB-TACE、C-

TACE、DEB-TACEのTE4結節の比

較と薬剤選択

第59回日本肝癌研究会 大阪市シンポジウム（5）

C-TACEとB-TACEとD-TACE適応とdrugの使

い分け

89

2023/7/27 -28

城野智毅、新関　敬、岩本英希、下

瀬茂男、森山悦子、野田　悠、中野

聖士、黒松亮子、古賀浩徳、川口

巧

ReMAP（マイクロカテーテルが挿入

可能な新規動脈リザーバー）を用い

た切除不能 HCCに対する反復 IVR

治療

第59回日本肝癌研究会 大阪市ディベート（1）

肝動注は生き残れるか

90

2023/7/27 -28

板野　哲、板野　理、岩本英希、新

関　敬、中野聖士、城野智毅、下瀬

茂男、石井政嗣、酒井輝文、田中利

洋、川口　巧

薬物療法全盛時代における肝動注

化学療法の役割

第59回日本肝癌研究会 大阪市ディベート（1）

肝動注は生き残れるか

91

2023/7/27 -28

岩本英希、古賀浩徳、川口　巧

薬物療法全盛時代における肝動注

化学療法の役割

第59回日本肝癌研究会 大阪市ディベート（2）

Intermediate の先行治療－ TACE か薬物か

92

2023/7/27 -28

岩本英希

総括

第59回日本肝癌研究会 大阪市ワ−クショップ（2）

脂肪肝炎とアルコール肝炎関連（発癌との関

係）

93

2023/7/27 -28

川口　巧

どのような症例がsequential therapy

に適しているか？

第25回九州肝癌研究会学

術講演会

福岡市94

2023/9/2

野田　悠、下瀬茂男、岩本英希、新

関　敬、中野聖士、城野智毅、森山

悦子、黒松亮子、古賀浩徳、川口

巧

九州地域における肝がん発生状況

の実態調査

第25回九州肝癌研究会学

術講演会

福岡市95

2023/9/2

中野聖士

リアルワールドデータを用いた切除

不能進行肝細胞癌に対する薬物療

法に関する多施設共同研究のフォ

ローアップ解析

第25回九州肝癌研究会学

術講演会

福岡市96

2023/9/2

新関　敬

Effects of Luseogliflozin on Hepatic

Steatosis/Fibrosis Indexes and

Albumin Levels in Diabetic Patients:

A Pooled Meta-analysis of Phase III

Trials

The 3rd JSH International

Liver Conference

東京97

2023/9/7 -8

Kawaguchi T, Murotani K, Shirouzu

Y, Obara H, Yamaguchi H,

Toyofuku Y, Kaneko F,  Uchida S
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SGLT2 Inhibitor Suppressed

Proliferation of Hepatoma Cell via

Regulation of Metabolic

Reprograming and Tumor-releasing

Chemokines: Malti-omics and

Multiplex Analysis

The 3rd JSH International

Liver Conference

東京98

2023/9/7 -8

Nakano D, Tsutsumi T, Iwamoto H,

Sano T, Amano K, Hino-Arinaga T,

Yoshio S, Koga H, Kawaguchi T

Evaluating the Longitudinal Risk of

Mortality Based on Steatotic Liver

Disease. A Validation Study for the

Proposed Definition

The 3rd JSH International

Liver Conference

東京99

2023/9/7 -8

Ng CH, Muthiah M, Huang DQ,

Kawaguchi T, Takahashi H, Siddiqui

MS, Sanyal A, Noureddin M

Visceral Fat Adiposity with

Hypertension Predicted Increased

Liver Stiffness in Subjects with No

Hepatic Steatosis: Usefulness of

Shear Wave Elastography in Health

Checkups

The 3rd JSH International

Liver Conference

東京100

2023/9/7 -8

Nakano M, Tsutsumi T, Kawaguchi

M, Noda Y, Kuromatsu R,

Kawaguchi T

Hepatic lobular inflammation is the

most impacted prognostic factor

rather than fibrosis in patients with

biopsy-proven MAFLD: Multi-

Center study

The 3rd JSH International

Liver Conference

東京Parallel Session（2）101

2023/9/7 -8

Tsutsumi T, Fuji H, Kawaguchi T,

Kawanaka M, Takahashi H, Kamada

Y, Sumida Y, Hayashi H, Iwaki M,

Toyoda H, Oeda S, Hyogo H,

Yoneda M, Aishima S, Nakajima A

An Impact of MAFLD on the Risk

Factor for the Recurrence of

Esophageal Squamous Cell

Carcinoma Treated by Endoscopic

Submucosal Dissection: A Multi-

center Study

The 3rd JSH International

Liver Conference

東京Plenary Session（1）102

2023/9/7 -8

Fukunaga S, Mukasa M, Kawaguchi

T

An impact of cardiometabolic risk

factors in the prognosis of

patients with MASLD and

MetALD: A multi-center

longitudinal CLIONE-Asia study

The 3rd JSH International

Liver Conference

東京シンポジウム（2）

The role of metabolic dysfunction in steatotic

liver disease

103

2023/9/7 -8

Kawaguchi T, Tsutsumi T, Fuji

H, Hayashi H, Iwaki M, Toyoda

H, Oeda S, Hyogo H, Kawanaka

M, Takahashi H, Kamada Y,

Sumida Y, Yoneda M, Aishima S,

Nakajima A

Bariatric surgery reduces

visceral fat tissue inflammation in

patients with morbid obesity

The 3rd JSH International

Liver Conference

東京ワ−クショップ（3）

Immuno-dysregulation in steatotic liver disease

104

2023/9/7 -8

Yoshio S, Inamine S, Kawaguchi T
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播種性血管内凝固を来したBilomaを

伴う肝Inflammatory Myofibroblastic

Tumorの1例

第59回日本胆道学会学術

集会

札幌市胆管炎（症例：2）105

2023/9/14 -15

37(3):536, 2023

胆道

室屋大輔、佐々木　優、久下　亨

腹腔鏡下肝左葉・左尾状葉切除を

施行したIPNBの1例

第59回日本胆道学会学術

集会

札幌市Minimally invasive surgery（1）106

2023/9/14 -15

37(3):563, 2023

胆道

酒井久宗、後藤祐一、福冨章悟、赤

司昌謙、新井相一郎、橋本和晃、岡

部義信、久下　亨

肝門部領域胆管癌術後の膵内胆管

に異時性発生したIPNBの1例

第59回日本胆道学会学術

集会

札幌市胆道悪性（症例：3）107

2023/9/14 -15

37(3):714, 2023

胆道

赤司昌謙、新井相一郎、宮崎大貴、

橋本和晃、福冨章悟、後藤祐一、酒

井久宗、金城賢尚、中山正道、内藤

嘉紀、岡部義信、久下　亨

胆管癌との鑑別困難だった広範囲

に進展した肝細胞癌胆管内腫瘍栓

の一例

第59回日本胆道学会学術

集会

札幌市肝門部領域（症例：1）108

2023/9/14 -15

37(3):733, 2023

胆道

島松　裕、岡部義信、寺部寛哉、平

井真吾、内藤嘉紀、中山正道、川口

巧

胆嚢腫瘍術前精査における病理・細

胞診の役割

第59回日本胆道学会学術

集会

札幌市パネルディスカッション（2）

胆嚢癌の術前診断：可能性と限界

109

2023/9/14 -15

37(3):397, 2023

胆道

中山正道、内藤嘉紀、岡部義信

5年間の経過観察で大きな変化なく

内視鏡的に切除しえた中咽頭腫瘍

の一例

第19回AI-拡大内視鏡研究

会

東京咽頭・食道・胃110

2023/9/16

森田　拓、荒木俊博、江田　誠、島

松一秀、桑野　徹、大圃　研、木庭

郁朗、鳥村拓司、川口　巧

画像診断に苦慮した膵内類上皮嚢

胞の一切除例

第77回日本消化器画像診

断研究会

東京膵臓3　膵結節性病変111

2023/9/16

吉村壮平、寺部寛哉、内藤嘉紀、金

城賢尚、平井真吾、島松　裕、赤司

昌謙、酒井久宗、田上利佳、岡部義

信

Involvement of Snail in glucose

deprivation-induced reprogramming

of amino acid metabolism in

pancreatic cancer cells

第82回日本癌学会学術総

会

横浜市112

2023/9/21 -23

Masubuchi H, Imamura Y, Koga H

当院におけるPortosystemic shunt

syndromeへの治療介入～shunt

occlusionによる肝予備能変化の検

討～

第30回日本門脈圧亢進症

学会総会

東京シンポジウム（2）

Portosystemic shunt syndromeの病態と治療

113

2023/9/22 -23

井上博人、久永　宏、江森啓悟、於

保和彦、豊永　純、川口　巧

Ｃ型肝炎ウイルス関連肝硬変患者の

胃食道静脈瘤に対する直接作用型

抗ウイルス剤の効果

第30回日本門脈圧亢進症

学会総会

東京パネルディスカッション（2）

B型・C型肝硬変のウイルス制御と門脈圧亢進

症

114

2023/9/22 -23

久永　宏、井上博人、江森啓悟、於

保和彦、豊永　純、川口　巧
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がんリハビリテーションが肝癌患者の

フレイルと予後におよぼす影響

第30回日本門脈圧亢進症

学会総会

東京合同シンポジウム（肝不全治療研究

会）

肝硬変・肝不全の栄養状態評価と治療介入

115

2023/9/22 -23

川口　巧

久留米大学病院における栄養教育

の現状

第14回日本臨床栄養代謝

学会九州支部学術集会

福岡市116

2023/9/23

丸山奈津実、橋詰直樹、池田真由

美、永松あゆ、東舘成希、石橋生哉

どうする？高齢肝疾患患者の栄養管

理と運動療法

第14回日本臨床栄養代謝

学会九州支部学術集会

福岡市教育セミナー（3）117

2023/9/23

川口　巧

肝細胞癌に対するNew FP療法は免

疫療法の抗腫瘍効果を増強しうる

第55回日本臨床分子形態

学会総会・学術集会

福岡市118

2023/9/29 -30

鈴木浩之、岩本英希、今村恭子、新

関　敬、下瀬茂男、城野智毅、中村

徹、増田篤高、田中俊光、古賀浩

徳、川口　巧

抗PD-L1抗体は肝癌細胞の増殖を

促進しうる

第55回日本臨床分子形態

学会総会・学術集会

福岡市119

2023/9/29 -30

田中俊光、古賀浩徳、鈴木浩之、岩

本英希、阪上尊彦、増田篤高、中村

徹、秋葉　純、矢野博久、川口　巧

肝細胞癌における癌血管特異的

micro RNA を利用した新規血管新

生抑制治療

第55回日本臨床分子形態

学会総会・学術集会

福岡市シンポジウム（2）

肝胆膵研究の温故知新

120

2023/9/29 -30

岩本英希、古賀浩徳、川口　巧

SGLT2阻害剤が肝細胞癌の増殖と

代謝に及ぼす影響～Multi-Omicsお

よびMultiplexを用いた解析～

第55回日本臨床分子形態

学会総会・学術集会

福岡市プレナリーセッション（1）121

2023/9/29 -30

中野　暖、堤　翼、天野恵介、佐野

有哉、岩本英希、吉田隆文、秋葉

純、古賀浩徳

進行肝細胞癌に対する

Atezolizumab＋Bevacizumab療法

に、肝動注化学療法や肝動脈化学

塞栓術が及ぼす影響

第60回日本消化器免疫学

会総会

東京ワ−クショップ（1）

複合がん免疫療法（併用療法）の戦略と今後の

展望

122

2023/10/5 -6

新関　敬、岩本英希、鈴木浩之、下

瀬茂男、城野智毅、中野聖士、野田

悠、森山悦子、黒松亮子、古賀浩

徳、川口　巧

肝移植後に認めた限局性結節性過

形成の一例

日本超音波医学会第33回

九州地方会学術集会

久留米市YIA消化器（腹部）123

2023/10/8

執行智恵美、黒松亮子、水島靖子、

福島奈央、長山亜由美、野田夏光、

岩本栞菜、近藤礼一郎、川野祐幸、

内藤嘉紀

主膵管拡張を伴う乳癌原発転移性

膵癌の1症例

日本超音波医学会第33回

九州地方会学術集会

久留米市消化器3124

2023/10/8

野田夏光、黒松亮子、水島靖子、福

島奈央、長山亜由美、執行智恵美、

岩本栞菜、唐　宇飛、川野祐幸、内

藤嘉紀

腹部超音波検査が有用であったTS

-1 P-NEN（膵内分泌腫瘍）の1症例

日本超音波医学会第33回

九州地方会学術集会

久留米市消化器3125

2023/10/8

三堂広樹、峰松峰佳、福井智一、内

田祐介、坂口ちなつ、谷川　健、平

城　守、髙田晃男、鈴木浩之、川口

巧
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肝結節性病変の超音波診断-知って

おくと得するポイント-

日本超音波医学会第33回

九州地方会学術集会

久留米市教育講演

消化器領域

126

2023/10/8

黒松亮子

膵癌に対する腫瘍径別のEUS-FNA

診断能に関する検討

日本超音波医学会第33回

九州地方会学術集会

久留米市消化器シンポジウム

膵疾患診療における超音波検査の役割

127

2023/10/8

平井真吾、岡部義信、内藤嘉紀、斉

東京祿、吉村壮平、島松　裕、寺部

寛哉、川口　巧

腫瘍循環器における心エコー図検

査と当院の取り組みについて

日本超音波医学会第33回

九州地方会学術集会

久留米市特別企画

腫瘍循環器パネルディスカッション

128

2023/10/8

伊藤慎一郎、柴田龍宏、野原正一

郎、砥上　忍、山口優華、執行智恵

美、川野祐幸、黒松亮子、内藤嘉紀

宇宙医学でなおす脂肪肝

第54回日本消化吸収学会

総会

福岡市特別講演(1)129

2023/10/14

川口　巧

Nivolumabによる時間依存性の有効

性：胃がん患者を対象とした後ろ向

き試験の結果

第61回日本癌治療学会学

術集会

横浜市胃・十二指腸（薬物）1130

2023/10/19 -21

田中俊光、三輪啓介、長主祥子、下

津浦康隆、赤木由人、川口　巧

The Effectiveness of the

Locoregional Treatment Using

Hepatic Arterial Infusion

Chemotherapy New FP for Locally

Progressed Hepatocellular

Carcinoma

APASL Oncology 2023 Sendai,Japanワ−クショップ（12）

Surgery & Transplantation, TACE, HAIC &

Vascular Intervention

131

2023/10/27 -28

Iwamoto H, Niizeki T, Shimose S,

Shirono T, Kawaguchi T

Agile 3+ and Agile 4, Non-invasive

Tests for Liver Fibrosis, are

Excellent Formulae to Predict

Liver-related Events in

Nonalcoholic Fatty Liver Disease

APASL Oncology 2023 Sendai,Japanワ−クショップ（3）

Liver Cirrhosis (Fibrosis) & Its Complications,

NASH/ NAFLD

132

2023/10/27 -28

Miura K, Hayashi H, Kamada Y,

Fujii H, Takahashi H, Oeda S, Iwaki

M, Kawaguchi T, Tomota E, Yoneda

M, Tokushige A, Ueda S, Aishima S,

Sumida Y, Nakajima A, Okanoue T

Fibroblast Growth Factor Inhibition

by Molecular-targeted Agents

Mitigates Immuno-suppressive

Tissue Microenvironment in

Hepatocellular Carcinoma

APASL Oncology 2023 Sendai,Japanワ−クショップ（4）

Basic Science & Pathology 1

133

2023/10/27 -28

Suzuki H, Iwamoto H, Tanaka T,

Sakaue T, Imamura Y, Masuda A,

Nakamura T, Koga H, Hoshida Y,

Kawaguchi T
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Efficacy of Lenvatinib Combined

with Transcatheter Intraarterial

Therapies for Patients with

Advanced-stage of Hepatocellular

Carcinoma: A Propensity Score

Matching

APASL Oncology 2023 Sendai,Japanワ−クショップ（7）

Systemic Chemotherapy & Oncology 3

134

2023/10/27 -28

Shimose S, Iwamoto H, kawaguchi T

甲状腺ホルモン受容体β作動薬

resmetiromが肝癌細胞株と肝星細

胞株に与える直接作用の検討

JDDW　2023 神戸市NAFLD・NASH（基礎）135

2023/11/2 -5

64(Suppl.2):A616, 2023

肝臓

鈴木浩之、岩本英希、増田篤高、中

村　徹、古賀浩徳、矢野博久、川口

巧

不顕性肝性脳症に関わるプロファイ

ル：データマイニング解析

JDDW　2023 神戸市肝硬変1136

2023/11/2 -5

64(Suppl.2):A635, 2023

肝臓

中野　暖、堤　翼、天野恵介、佐野

有哉、川口　巧

進行胃癌患者におけるニボルマブ

療法の時間依存による効果の検討

JDDW　2023 神戸市胃・十二指腸（化学療法）2137

2023/11/2 -5

120(Suppl.):A767, 2023

日本消化器病学会雑誌

田中俊光、三輪啓介、長主祥子、下

津浦康隆、赤木由人、川口　巧

pT1 (SM)大腸癌における低分化胞

巣とリンパ節転移との関係

JDDW　2023 神戸市大腸（大腸癌）1138

2023/11/2 -5

大内彬弘、味岡洋一、杉野英明、岡

部義信、川口　巧

切除不能悪性遠位胆管閉塞に対す

るDuckbill型ARMSの有用性と安全

性に関する後方視的検討

JDDW　2023 神戸市胆道・胆管（内視鏡下診断・治療）16139

2023/11/2 -5

寺部寛哉、岡部義信、平井真吾、島

松　裕、吉村壮平、斉東京禄、川口

巧

癌パネル時代に向けた通常型膵癌

の腫瘍径別EUS-FNA診断能に関す

る検討

JDDW　2023 神戸市膵臓（EUS・FNA）3140

2023/11/2 -5

平井真吾、岡部義信、内藤嘉紀、斉

東京祿、吉村壮平、島松　裕、寺部

寛哉、川口　巧

内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）を

施行した胃底腺型胃癌の内視鏡所

見および病理学的検討

JDDW　2023 神戸市胃（胃癌）1141

2023/11/2 -5

森田　拓、荒木俊博、江田　誠、豊

増　靖、鳥村拓司、島松一秀、木庭

郁郎、大圃　研、 川口　巧

Importance of preclinical rationales

to establish appropriate treatment

sequences in the era of chemo-

diversity for HCC

JDDW　2023 神戸市The 7th Joint Session between

JDDW-KDDW-TDDW4(JDDW)

142

2023/11/2 -5

Iwamoto H, Koga H, Kawaguchi T
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諸条件下における進行肝細胞癌に

対する薬物療法の最適治療を探る

JDDW　2023 神戸市シンポジウム（2）

進行肝細胞癌治療のNew normal

143

2023/11/2 -5

64(Suppl.2):A540, 2023

肝臓

杉本理恵、新関　敬、鳥村拓司

自己免疫性肝炎に対するアザチオ

プリン治療の実態

JDDW　2023 神戸市シンポジウム(5)

自己免疫性肝胆膵疾患の診療戦略−予後改善

を目指して

144

2023/11/2 -5

64(Suppl.2):A545, 2023

肝臓

有永照子、川口　巧

MAFLDの予後と病理学的所見の関

連：全国多施設共同研究

JDDW　2023 神戸市パネルディスカッション（5）

NAFLD or MAFLD－予後改善に向けて

145

2023/11/2 -5

64(Suppl.2):A563, 2023

肝臓

堤　翼、藤井英樹、川口　巧

リハビリテーション治療が肝細胞癌

患者のフレイルと予後におよぼす影

響

JDDW　2023 神戸市メディカルスタッフプログラム（1）

病病連携・病診連携における現状と展望－メ

ディカルスタッフの役割－

146

2023/11/2 -5

64(Suppl.2):A503, 2023

肝臓

神谷俊次、川口　巧、松瀬博夫

肝癌治療ナビゲーションのへの期待

JDDW　2023 神戸市ワ−クショップ（16）

基調講演　肝癌治療ナビゲーションのNew

normal

147

2023/11/2 -5

64(Suppl.2):A592, 2023

肝臓

黒松亮子

自家末梢血CD34+細胞移植によるC

型非代償性肝硬変治療開発

JDDW　2023 神戸市ワ−クショップ（4）

肝疾患に対する再生医療のNew normal

148

2023/11/2 -5

64(Suppl.2):A570, 2023

肝臓

中村　徹、増田篤高、川口　巧

チームで取り組む慢性肝疾患患者

のアセスメント

JDDW　2023 神戸市ワ−クショップ（9）

肝癌治療における栄養評価と介入の意義

149

2023/11/2 -5

64(Suppl.2):A582, 2023

肝臓

永松あゆ、池田真由美、川口　巧
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食道扁平上皮癌に対する内視鏡治

療後の再発と脂肪肝の新基準

MAFLDの関連：多施設共同研究

JDDW　2023 神戸市統合プラグラム（1）

肥満関連消化器疾患治療の現状と課題

150

2023/11/2 -5

64(Suppl.2):A507, 2023

肝臓

福永秀平、向笠道太、川口　巧

Fibroscan-aｓｔ (FAST) Score is

Directly Related to Patient-reported

Outcomes, Including Fatigue in

Patients with Non-alcoholic Fatty

Liver Disease: A Graphical Model

Analysis

The Liver Meeting Digital

Experience 2023（The 74th

Annual Meeting of the

American Association for

the Study of Liver Diseases

(AASLD)）

ボストン151

2023/11/10 -14

78(Suppl.1):798A, 2023

Hepatology

Hashida R, Kawaguchi T, Nakano D,

Tsutsumi T, Sano T, Amano K,

Kawaguchi M, Tajima H, Matsuse H,

Gerber L, Younossi ZM and Hiraoka

K

The Global Survey of Disease

Burden and Stigma Among Patients

with NAFLD and Their Healthcare

Providers

The Liver Meeting Digital

Experience 2023（The 74th

Annual Meeting of the

American Association for

the Study of Liver Diseases

(AASLD)）

ボストン152

2023/11/10 -14

78(Suppl.1):1050A, 2023

Hepatology

Younossi ZM, Yilmaz Y, Fan JG,

Zheng MH, Alsawat K, AlQahtani

SA, El-Kassas M, Castera L,

Funuyet J, Romero-Gómez M, Wai-

Sun Wong V, Zelber-Sagi S,

Treeprasertsuk S, Allen AM,

Takahashi H, Kawaguchi T,

Francque S, Castellanos-Fernandez

MI, Duseja A, Schattenberg JM,

Burra P, Carrieri P, Arrese M,

Rinella M, Singal AK, Gordon S,

Fuchs M, Eskridge W, Alkhouri N,

Cusi K, Loomba R, Ranagan J,

Kautz A, Ong JP, Kugelmas M,

Eguchi Y, Diago M, Newsome P, Yu

ML, Gerber L, Lam B, Fornaresio

L, Nader F, Henry L, Racila A,

Golabi P, Stepanova M, Lazarus JV

Beneficial Effects of Luseogliflozin

for Hepatic Steatosis and Fibrosis

Indexes with A Reduction of Body

Weight and An Increase in Serum

Albumin Levels in Patients with

Diabetes: A Pooled Metaanalysis of

Phase III Clinical Trials Using

Inverse Probability Treatment

Weighting Propensity Analysis

The Liver Meeting Digital

Experience 2023（The 74th

Annual Meeting of the

American Association for

the Study of Liver Diseases

(AASLD)）

ボストン153

2023/11/10 -14

78(Suppl.1):1174A, 2023

Hepatology

Kawaguchi T, Murotani K, Shirouzu

Y, Obara H, Yamaguchi H,

Toyofuku Y, Kaneko F and Uchida S
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Stigma is A Predictor of Impairment

of Health Related Quality of Life

among Patients with NAFLD

The Liver Meeting Digital

Experience 2023（The 74th

Annual Meeting of the

American Association for

the Study of Liver Diseases

(AASLD)）

ボストン154

2023/11/10 -14

78(Suppl.1):1768A, 2023

Hepatology

Younossi ZM, Yilmaz Y, Fan JG,

Zheng MH, Alsawat K, AlQahtani

SA, El-Kassas M, Castera L,

Funuyet J, Romero-Gómez M,

Wai-Sun Wong V, Zelber-Sagi S,

Treeprasertsuk S, Allen AM,

Takahashi H, Kawaguchi T,

Francque S, Castellanos-Fernandez

MI, Duseja A, Schattenberg JM,

Burra P, Carrieri P, Arrese M,

Rinella M, Singal AK, Gordon S,

Fuchs M, Eskridge W, Alkhouri N,

Cusi K, Loomba R, Ranagan J,

Kautz A, Ong JP, Kugelmas M,

Eguchi Y, Diago M, Newsome P, Yu

ML, Gerber L, Lam B, Fornaresio

L, Nader F, Henry L, Racila A,

Golabi P, Stepanova M, Lazarus JV

G-CSF-Mobilized Autologous

Peripheral Blood CD34-Positive

Cell Infusion Therapy for HCV-

Related Decompensated Cirrhosis

The Liver Meeting Digital

Experience 2023（The 74th

Annual Meeting of the

American Association for

the Study of Liver Diseases

(AASLD)）

ボストン155

2023/11/10 -14

78(Suppl.1):256A, 2023

Hepatology

Nakamura T, Masuda A, Kako M,

Enomoto H, Kaibori M, Fujita Y,

Tanizawa K, Ioji T, Iwamoto H,

Koga H, Suzuki H, Takashima T,

Uojima H, Yamamoto H, Yoh K,

Kawamoto A, Nishiguchi S,

Torimura T and Kawaguchi T

Cross-Sectional Study in General

Population for The Prevalence of

Nonalcoholic Fatty Liver Disease,

Distribution of Fibrosis Stage using

Vibration-Controlled Transient

Elastography, and Determining The

Best Cut Off Value of FIB-4 Index

The Liver Meeting Digital

Experience 2023（The 74th

Annual Meeting of the

American Association for

the Study of Liver Diseases

(AASLD)）

ボストン156

2023/11/10 -14

78(Suppl.1):937A, 2023

Hepatology

Ogawa Y, Tomeno W, Iwaki M,

Kobayashi T, Nogami A, Kessoku T,

Notsumata K, Fujikawa H, Imajo K,

Baba M, Kawanaka M, Hyogo H,

Hakamada T, Honda T, Tatsuta M,

Ueno T, Mikami S, Imamura Y,

Furuya K, Manabe N, Kamada T,

Yoneda M, Kawaguchi T, Saito S

and Nakajima A

Serum MAC-2 Binding Protein

Glycosylation Isomer (M2BPGi)

Shows Different Values in Different

Liver Diseases by The Newly

Developed Quantitative M2BPGi

Method, Strongly Suggesting The

Existence of Subtypes of M2BPGi

The Liver Meeting Digital

Experience 2023（The 74th

Annual Meeting of the

American Association for

the Study of Liver Diseases

(AASLD)）

ボストン157

2023/11/10 -14

78(Suppl.1):1558A, 2023

Hepatology

Uojima H, Mizokam M, Yamasaki K,

Sugiyama M, Shirabe K, Ito K,

Asahina Y, Kawaguchi T, Toyoda H,

Kurosaki M, Taketomi A, Umemura

T, Matsuura K, Iijima H, Nishina S,

Yatsuhashi H, Kage M and HIdaka

H
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Tailored Message Intervention by

Nudge Theory Increases The

Number of The Viral Hepatitis

Screening for Japanese Workers and

Consultation Behavior of Positive

Patients for HCV Antibody-

Consideration of 1.8 Million General

Check-up Participants

The Liver Meeting Digital

Experience 2023（The 74th

Annual Meeting of the

American Association for

the Study of Liver Diseases

(AASLD)）

ボストン158

2023/11/10 -14

78(Suppl.1):1775A, 2023

Hepatology

Korenaga M, Ohe C, Kamimura K,

Korenaga K, Ide T and Kanto T

Pharmacological Inhibition of

Indoleamine 2, 3- Dioxygenase

(IDO1) for Immunoprevention of

NAFLD-related HCC

The Liver Meeting Digital

Experience 2023（The 74th

Annual Meeting of the

American Association for

the Study of Liver Diseases

(AASLD)）

ボストン159

2023/11/10 -14

78(Suppl.1):1947A, 2023

Hepatology

Mishra SK, Paul S, Suzuki H,

Jajoriya AK, Kubota N, Hassan A,

Katz C, Marquez CA, Raman I, Raj

P, Rich NE, Zhu H, Singal AG, Yopp

AC, Crouchet E, Baumert TF,

Fujiwara N and Hoshida Y

Clinical, Genetic, and Pathologic

Features, Treatment, and Long-

term Outcome in Patients with

Benign Recurrent Intrahepatic

Cholestasis: A Multicenter Study in

Japan

The Liver Meeting Digital

Experience 2023（The 74th

Annual Meeting of the

American Association for

the Study of Liver Diseases

(AASLD)）

ボストン160

2023/11/10 -14

78(Suppl.1):2101A, 2023

Hepatology

Kato K, Umetsu S, Togawa T, Ito K,

Kawabata T, Arinaga-Hino T,

Tsumura N, Yasuda R, Mihara Y,

Kusano H, Ito S, Imagawa K,

Hayashi H, Inui A, Yamashita Y and

Mizuochi T

Hepatic Lobular Inflammation is The

Most Impacted Prognostic Factor

Rather than Fibrosis in Patients with

Biopsy-proven MASLD: Multi-

Center study

The Liver Meeting Digital

Experience 2023（The 74th

Annual Meeting of the

American Association for

the Study of Liver Diseases

(AASLD)）

ボストンAbstract Parallel

Experimental MASLD - Clinical

161

2023/11/10 -14

78(Suppl.1):142A, 2023

Hepatology

Tsutsumi T, Kawaguchi T, Fujii H,

Hayashi H, Iwaki M, Takahashi H,

Oeda S, Hyogo H, Kamada Y,

Kawanaka M, Toyoda H, Sumida Y,

Yoneda M, Aishima S, Nakajima A

and JSG-NAFLD

潰瘍性大腸炎治療におけるT2Tとし

てのアダリムマブ血中濃度測定の意

義

第78回日本大腸肛門病学

会学術集会

熊本市シンポジウム（2-1）

IBD診療におけるtreat to targetを考える

162

2023/11/10 -11

森田　俊、竹田津英稔、鶴田耕三、

桑木光太郎、吉岡慎一郎、川口　巧

脂肪肝の新概念：MAFLD/MASLD 2023年第3回 人間ドック健

診専門医研修会（第63回人

間ドック健診認定医・専門

医研修会

WEB163

2023/11/16 -30

川口　巧
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薬物療法全盛期の中におけるNew

FP 療法に関する現実的な前向き試

験案

第47回 リザーバー＆ポート

研究会

東京肝動注の臨床試験：今何ができる？164

2023/11/17 -18

岩本英希

反復的・間欠的経動脈治療を可能と

する大動脈留置型特殊リザーバー

ポートReMAPの有用性の検証

第47回 リザーバー＆ポート

研究会

東京動注2165

2023/11/17 -18

岩本英希

New FP療法およびatezolizumab＋

bevacizumab併用療法に不応であっ

たが、lenvatinibとReMAPを用いた反

復動注療法を併用し病勢制御が得

られた肝細胞癌の一例

第47回 リザーバー＆ポート

研究会

東京動注3166

2023/11/17 -18

森山悦子、新関　敬、岩本英希、下

瀬茂男、城野智毅、中野聖士、野田

悠、鈴木浩之、黒松亮子、古賀浩

徳、川口　巧

膵管内乳頭粘液性腫瘍に由来した

腺扁平上皮癌の1切除例

第122回日本消化器病学会

九州支部例会/第116回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

那覇市胆・膵3167

2023/11/24 -25

p. 170, 2023

プログラム&抄録集

斉東京祿、岡部義信、中山正道、内

藤嘉紀、寺部寛哉、平井真吾、島松

裕、吉村壮平、新井相一郎、宮崎大

貴、久下　亨、川口　巧

特殊リザーバーを用いた反復IVR 治

療後にICI 治療を導入して著効が得

られた切除不能肝細胞癌の2症例

第122回日本消化器病学会

九州支部例会/第116回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

那覇市肝168

2023/11/24 -25

p. 172, 2023

プログラム&抄録集

板野　哲、井上哲也、岩本英希、新

関　敬、城野智毅、下瀬茂男、中野

聖士、川口　巧

虫垂開口部近傍に発生した

adenocarcinoma arising in sessile

serrated lesionに対して内視鏡的粘

膜下層剥離術を行った一例

第122回日本消化器病学会

九州支部例会/第116回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

那覇市小腸・大腸2169

2023/11/24 -25

p. 177, 2023

プログラム&抄録集

江田　誠、井上裕喜、河野　隆、荒

木俊博、豊増　靖、森田　拓、福森

一太、坂田研二、鳥村拓司、島松一

秀、木庭郁朗、大圃　研、川口　巧

当院で経験した急性壊死性食道炎

の３例

第122回日本消化器病学会

九州支部例会/第116回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

那覇市食道・胃・十二指腸1170

2023/11/24 -25

p. 181, 2023

プログラム&抄録集

渡辺大将、上野恵里奈、河野弘志、

大田耕平、渡邉優征、深水　航、柴

田　翔、岡村修祐、光山慶一、鶴田

修

急性嘔吐で救急搬送され，偶然発

見された腸管気腫症の一例

第122回日本消化器病学会

九州支部例会/第116回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

那覇市小腸・大腸1171

2023/11/24 -25

p. 117 , 2023

プログラム&抄録集

下川一貴、大津健聖、平野昭和、柴

田　衛、池園　剛、橋本　崇、樋脇久

美、児嶋宏晃、佐々木　優、宗　祐

人
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リンパ管侵襲を認めた小さな大腸粘

膜内癌の一例

第122回日本消化器病学会

九州支部例会/第116回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

那覇市小腸・大腸4172

2023/11/24 -25

p. 122 , 2023

プログラム&抄録集

山本嶺王、渡邉優征、大田耕平、渡

辺大将、深水　航、柴田　翔、上野

恵里奈、岡村修祐、河野弘志、光山

慶一、鶴田　修

肝細胞癌切除後の多発肺転移に対

してアテゾリズマブ＋ベバシズマブ

併用療法を行い胸腔鏡下肺部分切

除により病理学的完全奏功を証明し

えた1例

第122回日本消化器病学会

九州支部例会/第116回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

那覇市肝・胆・膵1173

2023/11/24 -25

p. 124 , 2023

プログラム&抄録集

白川征士朗、野田　悠、新関　敬、

村上大悟、松隈則人、酒井味和、岩

本英希、下瀬茂男、城野智毅、中野

聖士、森山悦子、黒松亮子、古賀浩

徳、三好寛明、秋葉　純、川口　巧

アテゾリズマブ＋ベバシズマブ併用

療法後に発症した門脈-上腸間膜静

脈血栓症を契機に腸管壊死を来し

た一例

第122回日本消化器病学会

九州支部例会/第116回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

那覇市肝・胆・膵1174

2023/11/24 -25

p. 145, 2023

プログラム&抄録集

家村公太朗、野田　悠、三原勇太

郎、酒井味和、新関　敬、中野聖

士、岩本英希、城野智毅、下瀬茂

男、森山悦子、黒松亮子、古賀浩

徳、川口　巧

急速増大した肝細胞癌による下大静

脈症候群対し、下大静脈ステント留

置で速やかな症状緩和を得られた

一例

第122回日本消化器病学会

九州支部例会/第116回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

那覇市肝・胆・膵1175

2023/11/24 -25

p. 145, 2023

プログラム&抄録集

大野桃香、城野智毅、新関　敬、岩

本英希、下瀬茂男、野田　悠、森山

悦子、中野聖士、小金丸雅道、黒松

亮子、古賀浩徳、川口　巧

小腸イレウスを契機に診断した腸管

子宮内膜症の一例

第122回日本消化器病学会

九州支部例会/第116回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

那覇市小腸・大腸1176

2023/11/24 -25

p. 152, 2023

プログラム&抄録集

樋脇久美、大津健聖、森光洋介、柴

田　衛、池園　剛、平野昭和、安倍

満彦、橋本　崇、佐々木　優、宗　祐

人

食道扁平上皮癌に対する内視鏡治

療後の再発と脂肪肝の新基準

MAFLDの関連：多施設共同研究

第122回日本消化器病学会

九州支部例会/第116回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

那覇市シンポジウム（2）

生活習慣と関連する消化器疾患の「今」と「これ

から」

177

2023/11/24 -25

p. 90, 2023

プログラム&抄録集

福永秀平、向笠道太、中根智幸、岡

部義信、川口　巧

当院における潰瘍性大腸炎に対す

るフィルゴチニブの短中期有効性の

検討

第122回日本消化器病学会

九州支部例会/第116回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

那覇市シンポジウム（3）

IBD診療のベストプラクティスを考える

178

2023/11/24 -25

p. 96, 2023

プログラム&抄録集

鶴田耕三、森田　俊、吉岡慎一郎、

竹田津英稔、川口　巧
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当院におけるOGIB に対する内視鏡

検査の検討

第122回日本消化器病学会

九州支部例会/第116回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

那覇市ワ−クショップ（1）

消化管出血のベストプラクティス

179

2023/11/24 -25

p. 103, 2023

プログラム&抄録集

柴田　衛、大津健聖、佐々木　優、

森光洋介、宗　祐人

当院で切除された膵リンパ上皮性嚢

胞と膵類上皮嚢胞の検討

第122回日本消化器病学会

九州支部例会/第116回日

本消化器内視鏡学会九州

支部例会

那覇市ワ−クショップ（3）

膵嚢胞性疾患の診断と治療を考える！

180

2023/11/24 -25

p. 113, 2023

プログラム&抄録集

寺部寛哉、岡部義信、中山正道、久

下　享、内藤嘉紀

高度肥満患者における代謝異常関

連脂肪肝と肝線維化の実態

第44回日本肥満学会/第41

回日本肥満症治療学会学

術集会

仙台市合同シンポジウム

肥満の制御から考える脂肪性肝疾患に対する

新しいアプローチ

181

2023/11/25 -26

川口　巧、稲嶺　進

高齢者潰瘍性大腸炎治療における

新規JAK阻害薬の有用性と安全性

第14回日本炎症性腸疾患

学会学術集会

神戸市182

2023/12/1 -2

吉岡慎一郎、鶴田耕三、森田　俊、

桑木光太郎、竹田津英稔

Advanced stage 肝細胞癌に対する

LEN-TACE/HAICの治療成績

(propensity score matchingを用いて)

第45回日本肝臓学会西部

会

京都市肝がん（1）183

2023/12/7 -8

64(Suppl.3):A868, 2023

肝臓

下瀬茂男、新関　敬、岩本英希、城

野智毅、野田　悠、森山悦子、中野

聖士、黒松亮子、古賀浩徳、川口

巧

デュルバルマブ＋トレメリムマブ併用

療法後にhyperprogressive diseaseと

なった１例

第45回日本肝臓学会西部

会

京都市肝細胞癌（4）184

2023/12/7 -8

64(Suppl.3):A925, 2023

肝臓

板野　航、城野智毅、岩本英希、下

瀬茂男、鈴木浩之、森山悦子、新関

敬、古賀浩徳、川口　巧

MAFLDの慢性閉塞性肺疾患

（COPD）の併発に関する代謝異常

の意義

第45回日本肝臓学会西部

会

京都市シンポジウム（2）

MAFLD/NAFLD診療と他臓器疾患

185

2023/12/7 -8

64(Suppl.3):A696, 2023

肝臓

堤　翼、中野　暖、川口　巧

MAFLDのSVR後発癌に対するイン

パクト ＜多施設共同研究＞

第45回日本肝臓学会西部

会

京都市シンポジウム（3）

C型肝炎治癒後の長期マネージメント

186

2023/12/7 -8

64(Suppl.3):A708, 2023

肝臓

佐野有哉、高橋宏和、原田　大

New FP療法の奏効例に対する局所

療法の組み合わせが長期予後に与

える影響

第45回日本肝臓学会西部

会

京都市ワ−クショップ（1）

肝がん局所治療の多様性とその到達点

187

2023/12/7 -8

64(Suppl.3):A772, 2023

肝臓

新関　敬、下瀬茂男、川口　巧



2023年 学会発表  P. 25 日程の下は掲載誌と、その頁です

Non-invasive Imaging for the

Management of Patients with

MASLD in Japan

第45回日本肝臓学会西部

会

京都市特別企画（1）（国際シンポジウム）

NASH 非侵襲的病態評価法の進化

188

2023/12/7 -8

64(Suppl.3):A796, 2023

肝臓

Kawaguchi T

C型肝炎感染者の受診状況：HCV

撲滅に向けた肝炎医療コーディネー

ターの役割

第45回日本肝臓学会西部

会

京都市特別企画（2）（メディカルスタッフセッ

ション）

肝炎コーディネーター・メディカルスタッフが織り

なすHCV撲滅への道

189

2023/12/7 -8

64(Suppl.3):A806, 2023

肝臓

天野恵介、日永田哲子、佐野有哉、

大久保聡美、中原真由美、園田ルミ

子、中野　暖、堤　翼、有永照子、岡

田晃代、井出達也、川口　巧

EMR with OTSC(EMRO)におけるス

ネアリングの工夫

第5回内視鏡的全層切除・

縫合法研究会

東京190

2023/12/16

南　真平、田中寛士、長　知徳、中

根智幸、永田　務、大内彬弘、福永

秀平、向笠道太、岡部義信、川口

巧

EHS(endoscopic hand-suturing)ト

レーニングモデルの開発

第5回内視鏡的全層切除・

縫合法研究会

東京191

2023/12/16

森田　拓、荒木俊博、江田　誠、井

上裕喜、河野　隆、豊増　靖、港　洋

平、千葉秀幸、大圃　研、木庭郁

朗、福森一太、坂田研二、鳥村拓

司、川口　巧

膵癌特異的エクソソーム由来

microRNA-4516およびmicroRNA

-4674を用いた膵癌早期診断法の確

立及び機能解析

第8回 Gastro-PLUS 東京192

2023/12/16

阪上尊彦


